
2.4 シカによる採食状況の把握 
2.4.1 湿原周辺および高山地域における採食痕跡調査 

 調査目的 
本調査は、これまで採食による被害の変化や植物への影響を簡易な手法で把握するため、平

成 23年度より調査ルート上において、シカによる採食痕のカウントや記録を行ってきた。湿原

周辺の 14ルートにおいては 3回(平成 28年度までは 4回)、その他シカの生息地となる懸念が

ある高地の 4ルートにおいて１回の調査を実施したものである。 

 

 調査実施時期 
調査は、春季、夏季、秋季の各季節に対応するために、表 2.4-1に示す期間に行った。 

 

表 2.4-1 調査実施期間 

回数 調査期間 

第 1回目 2017年 6月 8日～6月 14日 

第 2回目+高地 2017年 7月 5日、13日～21日、31日 

第 3回目+高地 2017年 8月 24日、9月 19日～21日 

 

 調査ルート 
調査は図 2.4-1 および図 2.4-2 に示す調査ルートで実施した。 

 

図 2.4-1 調査ルート（湿原及び林縁部） 
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図 2.4-2 調査ルート（高地） 

 

 調査方法 
高地ルートを含む全調査ルートにおいて、採食が確認された種の種名、被害部位を記録

し、GPS で位置または区間を記録した。各調査ルートにおいて、目視範囲内で確認した種を記

録した。被害部位の記録は以下の①～⑤の項目で記録し、備考として⑥～⑨の状況も記録し

た。 

【被害部位の記録項目】①根 ②新芽・新葉 ③茎 ④蕾・花・花茎 ⑤樹皮 

【備考（採食状況の記録）】⑥随伴 ⑦枝折 ⑧ディアライン ⑨堀り起こし 

表 2.4-2 採食状況の記録内容 

  
↑⑥随伴 

ターゲットとなった植物を採食する際、随伴的に影響を受

けたと想定される植物。バイケイソウやタカネアオヤギソ

ウ、キンコウカなどの不嗜好性と思われる植物。 

↑⑦枝折 

シカが通常の体勢では届かない高さの葉を採食するため

に、枝を折り採食した痕跡。ナナカマド、オガラバナ、ヤ

マウルシ、ノリウツギなどで確認されている。 
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↑⑧ディアライン 

シカが通常の体勢では届く範囲の葉を食べつくし、一定の

高さで食べられた範囲と食べられていないラインが明瞭に

現れていた場所。不明瞭な箇所は記録していない。 

↑⑨堀り 

林内で地面掘り起こし、採食した痕跡。 

秋に認められることが多い。 

 

 調査結果 
   ① 高地ルート採食状況(燧ケ岳・至仏山・田代帝釈・会津駒ケ岳) 

これまでの採食状況や目撃情報をもとに、高山における調査ルートを決定している。今年度

は採食が近年増加している燧ケ岳、近年シカの目撃情報が増加しているオサバグサの群生地と

しても有名な田代帝釈山、及び高山植物が豊富である会津駒ケ岳、また採食痕の目撃情報があ

った至仏山において調査を実施した。調査ルートでの採食痕跡の位置や状況を経年で示したも

のを図 2.4-3～図 2.4-5に示した。なお会津駒ケ岳については採食痕跡が確認されなかったた

め図は除外した。 

燧ケ岳ルートでは平成 27年度より、それ以前では確認されていない山頂直下の標高 2270～

2310m地域で採食痕跡が確認されていた。今年度の調査では、この標高帯では食痕ほとんど確

認されなかった。しかしながら、少し下がった標高 1890～2250ｍにおいては引き続きヒロハユ

キザサの採食が顕著であり、その他にオオカメノキ、ナナカマド、ハリブキなどの採食が確認

された。ヒロハユキザサについては数年前からかなり集中的に採食されており、高山帯の脆弱

な植生基盤であることや近隣の日光白根山で植生衰退を加味すると今後衰退と不嗜好性植生へ

の遷移が進行する恐れが非常に高い状況で、早急に対策の実行を検討することが望ましいとさ

れたため、今年度試験的に植生保護柵の設置を行った(詳細は別項に記載)。またここ数年は長

英新道において登山口から標高 1700m 付近まで継続的なハリブキの採食が顕著に目立ち、ハリ

ブキの今後の衰退が懸念される。 

至仏山ルートでは、これまで高標高帯においてほとんど食痕が確認されていなかったため昨

年度は実施を見送ったが、今年度調査を実施した結果、標高 2120～2220mにおいて初めて採食

痕が確認された。採食種はネバリノギラン及びムラサキタカネアオヤギソウが比較的多く、稀

にイネ科やスゲ類の採食痕跡が認められた。また標高 1880～1970m 付近ではこれまで採食痕は

確認されていたものの、今年度は採食痕の増加が確認され、シカの生息域が拡大している可能

性が懸念された。現時点で採食の程度は比較的軽度で早急な対策が必要な程度ではないが、日

光白根山では、食害が確認されてから 2年程で植生が激変したという記録がある。今後シカに

よる採食が急激に増加することも予想されるため、被害状況を注視しつつ、実施可能な防護法

の検討を進め、シカの生息状況に応じてスピーディーに対応できるよう準備しておくことが望
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ましいと考えられる。 

田代帝釈山ルートにおいては昨年と同様に、馬坂峠および猿倉登山口付近にやや採食痕跡が

見受けられたほか、帝釈山山頂あたりから田代山山頂にかけて集中して採食痕跡が認められ

た。多く採食されていたのはゴヨウイチゴ、ヤマソテツ、アキノキリンソウ、モミジカラマツ

等で、その他調査ルートで確認されるような種と極めて類似している。しかしながら、随伴的

にオサバグサも採食されており、オサバグサの採食痕跡は昨年度よりやや多かった。田代帝釈

山ではオサバグサが多く群生しており重要な観光資源となっている。現時点では選択的に採食

されている様子は確認されないものの、今後採食種が減少してきた場合、選択性が移行してい

く可能性も考えられるため注意する必要がある。昨年度は田代山頂上におけるゼンテイカ（以

下、ニッコウキスゲ）の採食痕が多かったが、今年度はあまり認められなかった。田代山山頂

から木賊登山口にかけては昨年度と同様エゾアジサイ、オオカメノキ、ノリウツギ等が所々集

中的に採食されているが、オサバグサについては生息数がもともと少なく、被害は確認されな

かった。今後も食痕の増加やシカの食性の変化に伴う植生への影響に注意を払いながらモニタ

リング調査を継続する必要がある 

会津駒ケ岳においては昨年度同様シカの採食痕跡はほとんど確認されなかった。また目撃情

報も確認されなかった。以上より、現在はシカの生息地になっている可能性は極めて低いと推

測される。しかしながら大津岐峠～御池方面ではシカの目撃情報も報告されており、今後生息

地となってくることも考えられるため定期的に採食状況の確認を行うことが望ましい。 

 

   ② 採食植物の採食部位 
本年度の調査で、採食痕跡が認められた植物の採食部位を表 2.4-3～表 2.4-4に示す。また

採食が認められた植物の部位の代表的な写真を図 2.4-6に示す。これまでと同様、葉の採食が

圧倒的に多く、草本類では随伴的に茎も採食されていた。ニッコウキスゲを始め、タヌキラン

やサドスゲ等のスゲ類、リュウキンカなど芽生えが早いものは新芽の採食が目立った。ごく一

部のオノエヤナギとオオシラビソの幼木では樹皮剥ぎか確認された。ニッコウキスゲでは新

芽、葉、花、蕾と採食部位は一番多様であった。根の採食はミツガシワ以外では確認されなか

った。 

 

   ③ 確認された採食植物 
確認された採食植物についてこれまでの結果を合わせてリスト化したものを、表 2.4-5～表 

2.4-8に示す。 

本年度採食が確認された種は 211種で、これまでで最多となった。最近 7ヵ年で採食が確認

された種は合計で 328 種、そのなかで自然公園法の指定植物（東北編・尾瀬）は 87種、環境省

レッドリスト掲載種は 7種、群馬県レッドリスト掲載種は 12種、福島県レッドリスト掲載種は

26種確認された。 
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   ④ 採食痕跡が多い植物 
今年度の調査で採食痕跡が確認された 213種のうち採食痕跡が多かった上位 60種を表 2.4-9

に示した。 

木本種ではオオカメノキ、ハリブキ、ノリウツギが多く採食されていた。葉を中心とした採

食がほとんどで、樹皮剥ぎは確認されなかった。また枝折が一番多く確認されたのはオオカメ

ノキで昨年と同様であった。次いでオガラバナ、ノリウツギで多く見られた。草本種ではミズ

バショウやヤマソテツ、ゴヨウイチゴで葉の採食が多く、ニッコウキスゲでは花および新芽・

新葉の採食がその他の草本と比較して著しく多かった。またミツガシワは全体の採食数は比較

的少ないものの、根の採食痕跡が集中して見受けられた。 

昨年度は例年と比較して、採食痕跡が全体的に多かった(「平成 28年度尾瀬国立公園ニホン

ジカ植生被害対策検討業務報告書」参考)。積雪量が少なく雪解けが早かったため、植物の芽吹

きが早く長期に渡って採食が可能であったことが原因として考えられる。しかしながら今年度

は再び減少した。よって、採食痕跡数は個体数の変動だけでなく、その年の気象条件にも大き

く影響を受けるものと考えられる。オオカメノキやハリブキ、ミズバショウ、ニッコウキスゲ

のような毎年採食が多く確認されている植物については、今後も個体数の減少や矮小化といっ

た減退傾向がないか注視していく必要がある。 
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